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１. 位置付け 

 本資料は、三河港で働く堤外地の就労者（港湾利用者や来訪者等を含む）が、津波から安全かつ迅速

に避難するための津波避難対策案として整理したものです。臨海部地域の各事業者が避難対策を検討す

る際の資料として活用してください。 

 

２. 前提条件 

① 範囲は、堤外地（陸域）とします。 

② 想定災害は、地震・津波ケース２（理論上最大想定モデル）とします。 

③ 堤外地は、津波による浸水の有無に関わらず、避難対象地域とします。 

④ 堤内地の浸水域外に徒歩で避難することを前提とします。 

 

※浸水範囲は、平成 26 年 11 月 26 日に公表した「愛知県津波浸水想定」を基に作成しています。 

 

3. 本資料の見方 

 

始点

避難目標地点

(浸水域外)

避難距離○○m

 

(1)避難可能距離の推計方法 

 

避難可能距離 L1=歩行速度 P1×液状化による速度低減率ν×（津波到達予想時間 T-ｔ1） 

 

 歩行速度 P1：1.0m/秒 

 液状化による速度低減率ν：0.65 

 津波到達予想時間 T：各市町の津波到達予想時間(分) 

 避難開始時間ｔ1：5 分 

 

始点    ：公道で地域内およびふ頭内の最遠の地点 

避難目標地点：「堤内地」もしくは「堤内地が浸水してい 

る場合はその浸水域外」 

※避難目標地点は、津波の危険から避難するために、避難対象地域

の外に定める場所であり、とりあえず生命の安全を確保するために

避難の目標とする地点である。必ずしも、緊急避難場所とは一致し

ない。 
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(2)液状化の影響 

 三河港では、全域にわたって液状化の危険性があり、最大 60 ㎝程度の沈下量が想定されています。

液状化により避難行動に支障が出る恐れも考えられるため、避難可能距離の推計の際に、路面性状の影

響として液状化による速度低減率を考慮して推計を行いました。 

 

(3)橋梁の地震に対する被害想定 

 本資料では、以下に示すように橋梁設計時の適用示方書の年次を基に通行可否の判断を評価していま

す。 

 ①落橋防止システムの確認          ：桁掛かり長、横変位拘束構造および落橋防止装置の設計年次 

の確認 

 ②設計年次によう下部構造の耐力判定：「昭和 55 年道路橋示方書」および「平成 8 年道路橋示方書」 

の設計思想に基づき、橋梁の設計年次により耐震性能を評価 

 

表 橋梁の地震に対する被害想定の判定基準 

設計年次
①落橋防止

システム

②下部構造

耐力判定
橋梁の評価

～S54 × × ×

S55～H7 × × ×

H8～ 〇 〇 ○
 

※「○」：損傷なしまたはひび割れ程度の軽微な損傷であるため、応急復旧により使用可。 

※設計年次が平成 8 年以前であっても、平成 8 年以降に耐震補強が実施されていれば「○」。 

 

4. 避難困難地域 

 堤外地の津波による浸水の有無に関わらず、以下に示す理由により、津波到達までに避難ルートを通

って避難目標地点まで到達できない地域を避難困難地域としました。 

 

表 避難困難地域の分類 

避難困難地域 要 因 堤外地 堤内地 考え方

浸水による
避難困難地域

堤外地の
浸水による

浸水
あり

浸水
あり

津波到達までに、設定した避難ルートを
通って避難目標地点まで到達できない
地域

孤立による
避難困難地域

堤外地背後の堤内地の
浸水による

浸水
なし

浸水
あり

堤内地に浸水が広がる可能性があり、
津波到達までに、設定した避難ルートを
通って避難目標地点まで到達できない
地域

構造物の損傷による
避難ルートの寸断

浸水
なし

浸水
なし

構造物の崩壊や落橋により、津波到達
までに、設定した避難ルートを通って避
難目標地点まで到達できない地域
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堤内地に浸水が広がる恐れがあり、

埋立地が孤立する可能性がある。

避難困難地域を解消するために

避難困難地域（孤立）

・堤外地内で「垂直避難」や堤外地

内に「待避」することを検討する必要

がある。

・防災・避難に関して地域の連携が

必要である。

堤外地が浸水し、津波到達までに堤

内地の避難目標地点まで避難でき

ない。

避難困難地域を解消するために

・堤外地内で「垂直避難」を検討する

必要がある。

・防災・避難に関して地域の連携が

必要である。

避難困難地域

 

図 三河港における避難困難地域と地区別の避難における課題 

 

 

「水平避難」…その場を立ち退き、近隣の少しでも安全な場所に一時的に避難すること。指定避難場所や安全な場 

所へ移動する避難行動のこと。 

「垂直避難」…屋内の 2 階以上に留まり、安全を確保する避難行動。 

「待避」…「垂直避難」の一つで、安全を確保できる場所に留まること。 
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地
域

(孤
立

)

神
野

西
ふ

頭
地

区
 神

野
東

ふ
頭

地
区
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【
津

波
避

難
対

策
検

討
図

④
】

三
河

港
 

明
海

地
区

(豊
橋

市
) 

                        ※
1

 
「

愛
知

県
津

波
浸

水
想

定
」

(愛
知

県
、

平
成

2
6

年
1

1
月

2
6

日
)を

基
に

作
成

 
※

2
 

豊
橋

市
防

災
マ

ッ
プ

お
よ

び
豊

橋
市

H
P

(平
成

2
5

年
7

月
5

日
現

在
) 

※
3

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

よ
り

 
 

※
4

 
橋

梁
の

被
害

想
定

結
果

よ
り

(赤
字

：
通

行
不

可
、

青
字

：
通

行
可

) 

・
明

海
地

区
へ

の
ア

ク
セ

ス
と

な
る

ほ
と

ん
ど

の
橋

梁
が

地
震

時
に

お
い

て
通

行
不

可
と

な
り

、

堤
外

地
の

面
積

が
広

い
た

め
、

堤
内

地
ま

で
の

移
動

距
離

が
3

～
4

㎞
と

な
る

。
こ

の
た

め
、

津
波

到
達

時
間

内
に

避
難

目
標

地
点

ま
で

の
避

難
が

困
難

と
な

り
避

難
困

難
地

域
と

な
る

。
 

⇒
堤

外
地

内
で

の
「

垂
直

避
難

」
が

必
要

で
あ

る
。

 

避
難

困
難

地
域

三
河

港
IC

(C
・

D
ラ

ン
プ

)

三
河

港
IC

(A
・

B
ラ

ン
プ

) 

港
大

橋
(山

側
) 

港
大

橋
(海

側
) 

大
崎

橋
 

船
渡

橋
 

明
海

橋
 

平
嶋

橋
(拡

幅
) 

平
嶋

橋
(既

設
)

平
嶋

大
橋

境
川

橋
(田

原
→

豊
橋

・
豊

橋
→

田
原

) 

紙
田

川
橋

(豊
橋

→
田

原
) 

紙
田

川
橋

(田
原

→
豊

橋
)

中
藻

橋
 

1
,8

1
0

m
 

3
,3

3
0

m
 

3
,7

9
0

m
 

4
,2

4
0

m
 

市
町

名
津

波
到

達
予

想
時

間
避

難
可

能
距

離
※

蒲
郡

市
5

5
分

1
,9

5
0

m

豊
川

市
7

7
分

2
,8

0
8

m

豊
橋

市
(三

河
湾

側
)

7
7

分
2

,8
0

8
m

田
原

市
(三

河
湾

側
)

6
8

分
2

,4
5

7
m

※
液

状
化

に
よ

る
速

度
低

減
率

を
考

慮
し

た
場

合

：
標

高
1

0
m

ラ
イ

ン

：
防

護
ラ

イ
ン

：
浸

水
範

囲
※

1

：
地

震
発

生
後

す
ぐ

に
浸

水
が

始
ま

る
可

能
性

が
あ

る
地

域

●
：

各
関

係
市

町
指

定
の

避
難

場
所

※
2

●
：

各
臨

海
部

企
業

指
定

の
避

難
場

所
※

3

：
想

定
避

難
ル

ー
ト

×
：

橋
梁

通
行

不
可

※
4

：
S

O
L
A

S
フ

ェ
ン

ス

○
：

S
O

L
A

S
ゲ

ー
ト

(作
業

時
開

)

■
：

陸
閘

・
防

潮
扉

明
海

地
区
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【
津

波
避

難
対

策
検

討
図

⑤
】

三
河

港
 

田
原

地
区

(田
原

市
) 

                        ※
1

 
「

愛
知

県
津

波
浸

水
想

定
」

(愛
知

県
、

平
成

2
6

年
1

1
月

2
6

日
)を

基
に

作
成

 
※

2
 

避
難

場
所

お
よ

び
避

難
ル

ー
ト

は
、

田
原

市
「

臨
海

企
業

 
地

震
・

津
波

避
難

マ
ッ

プ
」

を
基

に
作

成
 

※
3

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

よ
り

 
 

※
4

 
橋

梁
の

被
害

想
定

結
果

よ
り

(赤
字

：
通

行
不

可
、

青
字

：
通

行
可

) 

・
田

原
地

区
で

は
、

指
定

避
難

場
所

ま
で

の
距

離
を

示
し

て
お

り
、

移
動

距
離

が
約

3
㎞

程
度

に
な

る
が

、
一

部
の

地
域

を
除

い
て

、
津

波
到

達
時

間
内

に
堤

内
地

へ
の

避
難

は
可

能
と

な
る

。
 

・
堤

内
地

ま
で

の
移

動
途

中
に

あ
る

防
砂

林
等

が
障

害
と

な
る

可
能

性
も

あ
る

。
 

避
難

困
難

地
域

 

光
崎

ラ
ン

プ
橋

三
河

港
大

橋
(田

原
→

豊
橋

・
豊

橋
→

田
原

)

和
兵

橋
(田

原
→

豊
橋

・
豊

橋
→

田
原

) 

黒
石

橋
 

1
,7

5
0

m

2
,9

4
5

m

1
,8

5
0

m
 

2
,8

5
0

m

緑
橋

西
浦

橋
(県

)・
西

浦
橋

(市
)

光
崎

橋

市
町

名
津

波
到

達
予

想
時

間
避

難
可

能
距

離
※

蒲
郡

市
5

5
分

1
,9

5
0

m

豊
川

市
7

7
分

2
,8

0
8

m

豊
橋

市
(三

河
湾

側
)

7
7

分
2

,8
0

8
m

田
原

市
(三

河
湾

側
)

6
8

分
2

,4
5

7
m

※
液

状
化

に
よ

る
速

度
低

減
率

を
考

慮
し

た
場

合

：
標

高
1

0
m

ラ
イ

ン

：
防

護
ラ

イ
ン

：
浸

水
範

囲
※

1

：
地

震
発

生
後

す
ぐ

に
浸

水
が

始
ま

る
可

能
性

が
あ

る
地

域

●
：

各
関

係
市

町
指

定
の

避
難

場
所

※
2

●
：

各
臨

海
部

企
業

指
定

の
避

難
場

所
※

3

：
想

定
避

難
ル

ー
ト

×
：

橋
梁

通
行

不
可

※
4

：
S

O
L
A

S
フ

ェ
ン

ス

○
：

S
O

L
A

S
ゲ

ー
ト

(作
業

時
開

)

■
：

陸
閘

・
防

潮
扉

田
原

地
区

 


